
産地パワーアップ事業の取組事例 （広島県）

取組の概要

取組の概要 ：施設野菜産地の拡大

計画作成主体：安芸高田市農業再生協議会

対象品目 ：青ねぎ（産地面積:18.5ha）

主な取組主体：広島北部農業協同組合

成果目標 ：販売額の10％以上の増加(総販売額)

助成金の活用：整備事業（生産技術高度化施設(低コ
状況 スト対候性ハウス)）

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H27年度〉

〈目標:H30年度〉

面 積：16.1ha

販売額：1,049,380千円

事業効果

1,232,372千円

1,049,380千円

Ｈ27年度 Ｈ30年度

○生産面積の拡大により、関東圏への安定
供給が図られ、競争力のある産地形成が
実現できる。

○担い手の所得確保と年間を通じた雇用創
出が図られ，産地全体の所得向上が期待
される。

推進体制

地域の関係者（広島県、安芸高田市、
広島北部農業協同組合）が一体となって
推進。

既存施設に加え，生産技術高度
化施設（低コスト耐候性ハウス）
を追加整備することによる生産拡
大。

地域における独自の取組

〈主な取組〉

＋17％

地区の概要

～青ねぎの販売額～

広島県安芸高田市
安芸高田（クリーンカルチャー）地区

面 積：18.5ha

販売額：1,232,372千円

「あきたかたのたから」ブランド認証
取得を行うとともに、安芸高田市大規模
都市圏神楽プロモーションにより、関東
圏への販路開拓を行う。

青ねぎ：3,854千円/10a（全品目平均：170千円/10a）


